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初めに  

 歌山県はタバコ対策先進県と言える。タバコ問題を考える会・和歌山は1987(昭和62)年頃から活動を始めていた。著者

らは同会の開催する講演会を毎年聴講していた。2001(H13)年和歌山県タバコ対策指針策定、2002(H14)年全国で初めて公

立学校敷地内禁煙を断行した。これらの和歌山県のタバコ対策に進展に押されるように2003(H15)年8月、和歌山禁煙教育

ボランティアの会を結成した。以来、20年間に亘り,現在活動中の会員17名(医師、歯科医師、薬剤師、喉頭摘出者等)

で、和歌山市内の全小学校52校~53校において、喫煙防止の出前授業を行い、タバコに関する事前アンケート調査を実施

してきた。  

 

 

 

 

【お断り】 

 本報告は、ｐｄｆファイルでの投稿となりましたので、本ページには表題と「初めに」の一部を 

掲載し、西畑先生による編集（原稿）のまま、次ページ以降に掲載しています。あらかじめご了 

承ください。（禁煙科学 編集委員会） 
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和歌山市における喫煙防止教育 

"児童の事前アンケート 20 年の歩み" 

 

西畑昌治 1)、池上達義 2)、岩橋和裕 3)、岩橋秀記 3)、井辺美香 1)、上田晃子 4)、 

金尾好章 3)、薗部真里 1)、田畑宏 1)、玉置敬一 3)、原隆亮 5)、本田健太郎 6)、湯川直

彦 3)、佐本明 7) 

1)和歌山市医師会、2)日本赤十字社和歌山医療センター、3)和歌山市歯科医師会、 

4)那賀郡医師会、5)海南市薬剤師会、6)和歌山市薬剤師会、7)元和歌山県職員 

 

初めに 

 和歌山県はタバコ対策先進県と言える。タバコ問題を考える会・和歌山は 1987(昭和 62)

年頃から活動を始めていた。著者らは同会の開催する講演会を毎年聴講していた。

2001(H13)年和歌山県タバコ対策指針策定、2002(H14)年全国で初めて公立学校敷地内禁

煙を断行した。これらの和歌山県のタバコ対策に進展に押されるように2003(H15)年8月、

和歌山禁煙教育ボランティアの会を結成した。以来、20 年間に亘り,現在活動中の会員 17

名(医師、歯科医師、薬剤師、喉頭摘出者等)で、和歌山市内の全小学校 52 校~53 校にお

いて、喫煙防止の出前授業を行い、タバコに関する事前アンケート調査を実施してきた。 

 

アンケート調査の目的を以下のように設定した。 

1 子どもたちの喫煙に対する認識を把握する。(1) 健康影響(2) 依存性 (3) 喫煙のき 

っかけ(4) 将来の喫煙 (5) 家族の喫煙と子どもの喫煙に対する意識 

2 受動喫煙の状況を把握する (1) 家族の喫煙状況 (2) 受動喫煙と子どもの喫煙に対 

する意識 

3 子どもたちの喫煙経験を把握する 
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 授業前、アンケートを実施していただき、集計は当会メンバーや養護教員、教職員が入 

力した。 

 今回,これまでに集積したアンケートを解析することで、若干の知見を得ることができた

ので報告する。 

キーワード 和歌山市内小学校 喫煙防止教育 事前アンケート 受動喫煙 

 

対象と方法 

 対象は和歌山市内で禁煙教育を実施した小学校 4 年~6 年とした。禁煙教育を実施する 

前、教職員に事前アンケートを依頼した。喫煙防止授業前アンケート収集数は、年度によ 

り違いはあるが、年間1,000件前後から3,500件を越えるものを確保できた(計26,242件)。

20 年間は長く,途中でアンケート収集の責任者交代があり、アンケート収集数に凹凸があ

る。統計学的有意性の検定について、傾向性を Mantel-Haenszel test for trend により、 

2群間の割合の差を Ｐearsonのカイ 2乗により評価した。有意水準は両側検定で 5％とした。 

 

成績、結果 

 図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート実施件数（小学４～6年生）

実施年度 件数 実施年度 件数

2006(H18)年度 2631件 2016(H28)年度 1022件
2007(H19)年度 3535件 2017(H29)年度 918件

2008(H20)年度 2866件 2018(H30)年度 1306件

2010(H22)年度 1438件 2019(R1)年度 1339件
2011(H23)年度 1668件 2020(R2)年度 976件

2012(H24)年度 1979件 2021(R3)年度 1081件
2014(H26)年度 2190件 2022(R4)年度 1331件

2015(H27)年度 2252件
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図 2 

【質問】 タバコは、どれぐらい体に悪いと思いますか。 

・依存性をよく知っている子どもは 90％前後となっている。 

 

図 3 

【質問】タバコを吸い続けると、やめられなくなることを知っていますか。 

・依存性をよく知っている子どもは 70%くらいであるが、2017 年頃からよく知っている 

子どもが減少傾向である。加熱式タバコの影響を疑っている。 
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図 4 

【質問】あなたは、子どもたちがタバコを吸うのは、どうしてだと思いますか 

・好奇心や、大人になった気分、カッコいいなど分散し、どれが有意に多いということは 

なかった。喫煙経験のない児童に喫煙のきっかけを聞くこと自体が回答困難な設問であっ 

たと考える。 

 

図 5 

【質問】あなたは、これからもタバコを吸わないと思いますか。 

・絶対吸わないという子どもが 2017 年頃までは年々増加傾向であったが、2018 年 

頃から減少傾向である。加熱式タバコの影響を疑っている。 
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図 6 

【質問】家の人で、タバコを吸っている人はいますか。 

 

・家族の喫煙者数が多い程、将来も絶対に喫煙しないと思う子どもが有意に減少し（Ｐ<0．

001）、将来喫煙するかもしれないと思う子どもが有意に増加する（Ｐ<0.001）。家庭・

家屋内で家族が喫煙しないよう対策することが重要である。 

 

図 7 

【質問】あなたは、家の人のタバコの煙を吸ってしまうことがありますか。 
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・年々、家庭での子どもの受動喫煙が有意に減少している（P<0.001） 

喫煙対策が有効であることが示されていると思われる。 

図 8、図 9 

【質問】あなたは、これからもタバコを吸わないと思いますか。 

・各年度で 2 群間に有意差があった(p<0.01)。 

・受動喫煙に悩んでいる子どもは将来絶対喫煙しないと思う割合が有意に高い。受動喫煙 

があっても、気にならないという子どもは将来喫煙者になる可能性が高い。家庭内での受 

動喫煙防止が重要である。 

・2016 年、2017 年を除いて、各年度で有意差があった(p<0.05)。 

・受動喫煙を受けていても気にならない子どもは将来喫煙するかもしれないと思う傾向が 

ある。家庭内での受動喫煙の機会が多い子どもは、ニコチン依存の傾向があるのではと危 
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惧している。 

 

考察: 

 日本の成人喫煙率は、2003 年 27.7%、2013 年 20%、2018 年 17.8%と減少傾向である。

高校生の喫煙経験率は 1996 年男子 51.9%、女子 33.5%、中学生男子 34.6%、女子 19.9%

と高い喫煙率であったが、その後は減少傾向で、2014 年中高生とも 12%以下となった(文

献 1)。 病院、飲食店、学校等での禁煙、タスポ設定、タバコ値上げなど喫煙対策が行わ

れ、成人、中高生とも喫煙率は減少傾向である。 

 和歌山県においても県や各種団体の喫煙防止対策や喫煙防止授業などの活動が積極的に

行われている。喫煙率の減少に伴い、今回のアンケート結果でも年々受動喫煙が有意に減少

している。今回のアンケート調査の結果、家庭内で喫煙者が多いほど将来喫煙する可能性

のある児童が有意に増えることが判明した。千葉市の学童 4 年生の尿中コチニン値測定(令

和 3 年)の結果では,コチニン値 5ng/ml 以上の児童が 4.2%あり、同居家族の 93.8%に喫煙

者がいたと報告されている（文献 2）。家庭内で受動喫煙の頻度の高い児童(家庭内に 3 人

以上の喫煙者がいる)で,受動喫煙を受けていても気にならない児童はニコチン依存の傾向

が疑われる。 

 家庭内での喫煙者を無くすこと、あるいは減少させることが重要である。継続的に喫煙

防止活動を維持することが必要であると考える。 

 加熱式タバコが発売された頃から、将来吸わないと思うや止められなくなると思うもの 

が減少傾向のあることがうかがわれる。タバコ会社の巧妙な宣伝によって、加熱式タバコ 

がタバコの危険性や依存性について学童の認識をあやまたせる危険性がある。これについ 

ていくつかの報告がある(文献 3、4)。 和歌山禁煙教育ボランティアの会では数年来出前

授業で、加熱式たばこのスライドを加えている。今後も学校における出前授業で加熱式タ

バコの有害性について取り上げることが必須と考えている。又、出来るだけ複数回喫煙防

止教育を受けることも重要と考えている。 

 加熱式タバコについては今回のアンケートに含まれていないので,来年度からの事前ア

ンケートに設問を加えることを検討している。さらに 5 年間程度のアンケート収集によっ

て,加熱式タバコの影響を観察する予定である。 

 

結語（おわりに）：和歌山禁煙教育ボランティアの会で２０年間にわたり和歌山市立小学

校（和歌山大学附属小学校を含む）５３校で実施した喫煙防止教育について、授業前アン

ケートを実施してきた結果を集計し有意差検定をおこなった。 

図 3 質問「タバコを吸い続けると、やめられなくなることを知っていますか」 

 依存性をよく知っている子供は７割前後であるが、2017年ごろから、依存性をよく知っ

ていると思う子供が減少傾向にある。 

図 5 質問「あなたは、これからもたばこを吸わないと思いますか」 

 絶対吸わないという子供が 2017 年ごろまでは年々増加傾向であったが、2018 年ごろか

ら減少傾向である。 

 以上２問に対して、依存性について安易に考えたり、将来絶対吸わないとの回答が減少

する傾向があり、加熱式タバコの影響があるのではないかと考えている。 

図 6 質問「家族の喫煙者数と子供の喫煙意識」 

 家族の喫煙者数が多いほど「将来も絶対に喫煙しない」と思う子供が有意に減少し、将

来喫煙するかもしれないと思う子供が有意に増加した。 

図 7 質問「あなたは、家の人のたばこの煙を吸ってしまうことがありますか」 
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 家庭内での子供の受動喫煙が有意に減少している。国や県、禁煙防止教育などの喫煙対

策が有効である事が示されていると思われる。 

図 8、図 9 受動喫煙と喫煙意識 

 受動喫煙に悩んでいる子供は将来絶対喫煙しないと思う割合が有意に高い。受動喫煙が

あっても、気にならないという子供は将来喫煙者になる可能性が高い。この関係について

は、各年度で２群間に有意の差があった。家庭・家屋内で家族が喫煙しないよう対策する

事が重要である。 

 事前アンケートに加熱式タバコの項目を加え、今後の授業では加熱式たばこについて呈

示することが重要と考える。 

 

 関連企業等との利益相反に関する開示事項はありません。 

統計処理に関してご協力をいただいた北村雅保歯科医師(和歌山県職員)にお礼を申し上

げます。 

 事前アンケート収集、入力にご協力を頂いた、和歌山市教育委員会、教職員の方々に深

く御礼申し上げます。 
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